
平成12年度試験研究成果

区分 研究 題名 ピーマンにおける肥効調節型肥料を利用 した減肥技術

〔要約〕ハウスピーマン栽培において, 肥効調節型肥料 (被覆硝酸系 N K 化成 140 日タイプ) を

マルチ畦内に施肥することにより追肥を省略できる0 また, 速効性肥料を用いた追肥体系と比べ ,

約 30 % 減肥しつつ, 同程度の収量を確保できる0 栽培期間中の土壌中の硝酸態窒素濃度も低 く,

環境負荷も低減できる0
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1.成果の内容

( 1)ハウスピーマンの全量基肥1回施肥による減肥技術を検討した結束,以下の方法で可能であった｡

ア　使用する肥料形態:肥効調節型肥料と速効性肥料を組み合わせたものを利用する｡

組み合わせは,窒素成分比で,肥効調節型肥料70-80%,速効性肥料20-30%とする(表1)o

イ　肥効調節型肥料の溶出タイプ: 140日タイプ(被塵硝酸系NK化成)を使用する(表1)o

ウ　施肥量及び施月巴位置:施肥量は窒素成分で速効性肥料を用いた追肥体系(全面全層施肥)の基肥

窒素量と追肥窒素量の合量の約70 %程度とし(表2),その量をマルチ畦内(通路を除いたベッ

ドの部分のみ)に施肥する｡

エ　作型:5月下旬定植

(2 )本技術で速効性肥料を用いた追肥体系並の収量が得られ,追肥も省略できた｡栽培期間中の土壌

中の硝酸態窒素濃度が低く,環境負荷の低減につながった｡

2.成果の晴用方法及び留意事項

(1)栽培管理は慣行栽培に準じて行う｡

(2)本成果は,本県における主たる作型(4月上旬定植)の減肥栽培には対応していない｡また,単年

の試験成果であるため研究区分で報告する｡

3.当該事項に係る試験研究課題

[生産環境1] -1- (1) -ア　肥効調節型肥料の導入技術の確立
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